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ー

大
阪
市
廃
止
の
是
非
を
問

う
住
民
役
票
が
11
月
1
日
開

票
さ
れ
、
大
阪
市
を
残
し
、

大
政
令
市
の
力
を
活
か
す
こ

と
を
市
民
は
選
び
ま
し
た
。

こ
の
結
果
を
受
け
、
大
阪

市
を
廃
止
・
分
割
す
る
「
大

阪
都
構
想
」
を
推
進
し
て
き

た
大
阪
維
新
の
会
代
表
の
松

井
一
郎
大
阪
市
長
は
任
期
満

了
で
政
界
を
引
退
す
る
と
表

鳴
代
表
代
行
の
吉
村
洋
文

大
阪
府
知
事
は
「
僕
が
『
都
』

構
想
に
挑
戟
す
る
こ
と
は
な

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

□本
国
憲
法
が
公
布
さ
れ

74
年
目
と
な
る
11
月
3
日、

安
倍
政
櫂
を
継
亭
し
た
菅
政

櫂
に
よ
る
9
条
改
憲
に
反
対

す
る
集
会
や
パ
レ
ー
ド
が
全

国
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

神
戸
市
内
で
は
「
戦
争
さ

兵
庫
人
権
連
の
前
田
武
事

移
同
長
と
村
上
保
事
務
犀
次

長
は
、
さ
る
10
月
27
日、

「
N
H
K
神
戸
放
送
犀
」
を

訪
ね
「
親
道
ニ
ュ
ー
ス
に
つ

い
て
の
意
見
と
要
請
」
を
提

出
し
ま
し
た
。

さ
る
10
月
19
日、

N
H
K

は
、
夜
6
時
の
「
ほ
っ
と
関

四
」
と
8
時
45
分
か
ら
の

「
関
四
の
ニ
ュ
ー
ス
」
の
二
度

「
民
主
府
政
つ
く
る
会
」

「
大
阪
市
を
よ
く
す
る
会
」

が
声
明「

明
る
い
民
主
大
阪
府
政

を
つ
く
る
会
」
と
「
大
阪
市

せ
な
い
、
9
条
壌
す
な
ー
・
11.

3
兵
庫
憲
法
集
会
」
を
開
催
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡

大
防
止
の
た
め
人
数
制
限
を

し
ま
し
た
が
、
会
場
に
は
、

5
0
0
人
が
参
集
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
は
2
5
0

に
わ
た
っ
て
、
「
た
つ
の
市
部

落
差
別
解
消
条
例
」
の
成
立

と
同
条
例
に
よ
り
設
置
さ
れ

た
「
審
議
会
」
の
模
様
を
放

映
し
ま
し
た
。
「
意
見
と
要

請
」
は
こ
の
放
送
に
対
す
る

抗
議
の
意
味
も
あ
り
ま
す
。

た
つ
の
市
は
、

2
0
1
6

年
12
月
「
部
落
差
別
の
解
泊

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

（
部
落
差
別
解
消
法
）
の
成
立

カ
所
で
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
は
、
「
戦
争
さ
せ
な

い
ー•
9

条
壊
す
な
！
総
が
か

旦
汀
動
兵
庫
県
実
行
委
鼠
会
」

（
主
催
）
が
呼
び
か
け
た
も
の
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
大
阪
出

身
の
ソ
ウ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
シ

を
受
け
て
、
県
下
で
景
初
に

「
部
落
差
別
条
例
」
を
制
定
。

ニ
ュ
ー
ス
は
、
こ
の
こ
と
を

高
く
評
価
し
、
「
部
落
差
別
条

例
」
制
定
促
進
へ
の
意
図
的

な
瑕
道
を
打
い
ま
し
た
。

こ
の
異
常
親
道
を
見
た
人

た
ち
か
ら
、
「
た
つ
の
市
の

よ
う
な
『
部
落
差
別
条
例
』

を
作
る
べ
し
と
受
け
と
れ
る

内
容
だ
」
と
批
判
の
声
が
寄

竺

（「大阪からのレポート」2面

2
日
、
大
阪
市
を
廃
止
す
る

こ
と
の
是
非
を
閻
つ
住
民
授

票
で
反
対
多
数
と
な
っ
た
結

果
を
受
け
、
声
明
を
発
表
し

ま
し
た
。

声
明
で
は
、
「
今
回
の
膀

利
は
、
大
阪
市
の
存
続
か
廃

止
か
と
い
う
将
来
の
命
運
を

決
め
る
問
睾
に
つ
い
て
正
面

か
ら
向
き
合
い
、
大
阪
市
を

守
り
活
か
そ
う
と
考
え
た
市

民
の
良
識
の
力
が
発
揮
さ
れ

た
結
果
だ
」
と
述
べ
、
「
コ

市
民
が
大
阪
市
の
将
来
を
考

え
た
こ
と
は
、
．
明
日
の
大
阪

を
つ
く
る
希
望
の
光
と
な
る
」

迄
冗
憫
し
ま
し
た
。

「
メ
デ
ィ
ア
住
民
役
票
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
『
対

立
と
分
断
』
を
乗
り
越
え
、

今
回
は
賛
成
票
を
役
じ
た

人
々
の
要
求
も
受
け
止
め
、

市
民
が
一
丸
と
な
っ
て
喜
ら

し
や
幅
祉
、
景
気
回
復
、
コ

ロ
ナ
対
策
な
ど
日
々
の
生
活

の
安
心
を
実
現
す
る
め
た
め

ン
ガ
ー
の
新
井
深
絵
さ
ん
の

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
。
続
い
て
、

•
主
催
団
体
の
羽
柴
修
弁
護
十
一

が
、
菅
首
相
の
学
術
会
議
問

題
と
ナ
チ
ス
全
体
主
義
台
頭

の
類
似
情
況
を
説
明
し
、
菅

政
権
の
危
険
性
に
警
鑓
を
鳴

ら
し
ま
し
た
。

来
賓
あ
い
さ
つ
で
、
桜
井

周
衆
議
院
議
員
も
「
学
術
会

議
の
6
人
の
委
貴
任
命
拒
否

は
、
学
術
会
議
の
理
念
を
無

視
し
、
菅
総
珂
の
説
朗
は
支

「
部
落
問
題
」
偏
向
報
道
を
正
す

ー
正
確
な
現
状
や
問
題
解
決
の
到
達
点
を
伝
え
よ
／

せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
日
、
社
会
問
題
と
し
て

部
落
問
題
は
解
決
し
て
い
ま

す。

33年
間
に
わ
た
る
国
の

同
和
特
別
法
は
目
的
を
逹
成

し
て
終
了
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
以
後
も
、
同
和
の
特
別
対

策
を
継
続
し
て
い
る
地
方
自

治
体
も
あ
る
。
「
部
落
差
別

条
例
」
は
「
同
和
」
継
続
に

根
図
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、

い
ま
す
。

声
明
は
、
開
票
後
の
記
者

会
見
で
紬
新
の
松
井
一
郎
大

阪
市
長
や
吉
村
洋
文
府
知
事

は
「
大
阪
都
」
構
想
の
再
挑

載
は
な
い
と
明
言
し
ま
し
た

が
、
カ
ジ
ノ
誘
致
や
大
規
模

開
発
な
ど
課
麟
は
山
積
み
だ

と
述
べ
「
住
民
投
票
は
終
わ

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
新

た
な
た
た
か
い
が
始
ま
り
ま

す
」
と
し
て
い
ま
す
。

宣
伝
行
動
に
参
加
し
た

離
滅
裂
。
理
由
の
あ
と
づ
け

に
躍
起
と
な
っ
て
い
る
」
と
、

自
民
・
維
新
・
公
明
の
景
走

を
批
判
。
．

こ
の
後
、
「
コ
ロ
ナ
禍
で

の
憲
法
、
平
和
、
民
主
主
義

を
問
う
」
と
題
し
て
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
、

パ
ネ
ル
討
議
に
は
、
元
文

部
科
学
省
官
僚
で
映
画
評
論

家
の
寺
脇
研
さ
ん
や
、
上
脇

博
之
・
神
戸
学
院
大
学
教
授
、

か
え
っ
て
問
題
解
決
の
障
害

に
な
る
も
の
で
す
。

[
要
請
書
」
に
は
、
砿

落
問
題
の
解
決
の
障
害
物
で

し
か
な
い
『
差
別
』
条
例
は

不
必
要
」
で
あ
り
、
「
地
域

の
実
情
や
問
題
解
決
の
到
達

点
を
無
視
し
て
『
差
別
』
条

例
を
作
る
べ
し
、
と
も
受
け

取
れ
る
親
道
は
偏
向
」
し
て

お
り
、
「
公
共
放
送
た
る
N

H
K
に
よ
る
あ
ま
り
に
も
一

方
的
な
瑕
道
に
は
疑
念
を
持

た
ざ
る
を
得
な
い
」
と
摺
掴
。

「
今
後
は
、
部
落
問
題
解
決

「
都
」
構
想
に
反
対
の
宣

伝
行
動
に
参
加
し
た
東
播
人

檀
連
幹
事
で
兵
庫
商
工
団
体

連
合
会
副
会
長
の
宮
内
雅
彦

さ
ん
は
「
港
区
の
民
商
に
集

合
し
て
、

5
人
で
ビ
ラ
配
布

と
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で
宣
伝
し

た
が
、
行
く
と
こ
ろ
手
を

振
っ
て
く
れ
た
。
市
民
の
反

応
は
む
ち
ゃ
よ
か
っ
た
。

『
都
』
構
想
が
否
決
さ
れ
本

当
に
よ
か
っ
た
」
と
詰
っ
て

い
ま
す
。

弁
護
士
の
永
井
幸
寿
さ
ん
ら

が
登
場
し
ま
し
た
。

永
井
さ
ん
は
、
「
旧
憲
法

下
で
、
緊
急
事
態
条
項
は
乱

用
さ
れ
た
。
詈
事
態
に
は

罰
の
法
律
で
対
応
す
べ
き
。

感
染
症
の
法
律
も
既
に
堅
備

さ
れ
て
い
る
」
し
、
「
コ
ロ

ナ
を
和
用
し
た
戦
争
準
備
は

許
さ
れ
な
い
」
と
菅
政
楕
を

砒
判
し
ま
し
た
。

上
脇
さ
ん
は
、
安
倍
政
権

下
の
森
友
・
加
計
学
園
や
桜

の
現
状
（
到
達
段
階
）
や
農

望
を
示
す
公
正
な
親
道
を
」

と
厳
し
く
要
請
し
ま
し
た
。

応
対
し
た
放
送
副
部
長
は
、

「
そ
こ
ら
に
落
ち
て
い
る
も

の
を
ニ
ュ
ー
ス
に
し
た
の
で

は
な
い
」
と
同
の
部
落
問
題

解
決
の
到
達
点
を
見
な
い
瑕

道
姿
勢
を
頭
弁
し
ま
し
た
が
、

人
権
連
か
ら
の
一
連
の
資
料

を
受
け
取
り
、
今
後
と
も
話
し

合
う
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、

N
H
K
側
は
中

山
秀
輝
副
部
長
が
対
応
し
ま

し
た
。

を
見
る
会
の
問
輝
、
そ
し
て

菅
政
樺
下
の
日
本
学
術
会
議

会
貴
任
命
拒
否
問
題
に
つ
い

て
き
び
し
く
批
判
。
「
学
者

だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
戦

前
の
よ
う
に
、
今
後
政
府
に

よ
る
学
校
教
育
へ
の
介
入
が

も
っ
と
進
む
だ
ろ
う
」
と
詣

摘
し
ま
し
た
。

寺
脇
さ
ん
は
、
「
日
本
の

憲
法
は
世
界
に
誇
れ
る
。
今

は
第
一
に
子
ど
も
の
こ
と
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
。
安
倍

前
総
迎
が
一
斉
休
校
を
提
言

し
た
の
は
憲
法
違
反
だ
。
貧

鳳
が
益
々
貧
困
に
あ
る
。

子
ど
も
は
自
助
で
き
な
い
。

コ
ロ
ナ
対
策
は
無
茶
苦
茶
だ
。

国
の
仕
組
み
が
壊
さ
れ
つ
つ

あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

安
倍
政
権
を
継
承
し
た
菅

政
権
の
正
体
が
立
憲
主
攀
．

民
主
主
義
を
じ
ゅ
う
り
ん
し
、

力
づ
く
の
「
人
治
主
義
」
で

庁
政
私
物
化
を
す
す
め
る
危

険
な
政
櫂
で
あ
る
こ
と
が

浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

大阪市廃止住民投票（投票率62.35%)

反対
賛成

692,996票
675,829票

理
由
を
追
氾

と
ウ
ソ
を
声

今
ま
で
の
寧

政
策
を
具
広

し
て
き
た
―
‘

す
れ
ば
、
一

「
学
問
の
自

侵害だと―――――

ら
な
い
。
キ

現
の
自
由
の

民
主
主
義
の

学
術
会
議
ほ

行
政
・
司
迂

た
国
家
機
関

人
事
に
は
い

渉
・
介
入
し

の
が
原
則
で

で、

11
月
1

市
廃
止
の
町

認
―
〖
に
お
い

の
会
が
提
案

構
想
」
は
同

れ
た
。
今
同

成
に
ま
わ
っ

ら
ず
5
年
前

決
着
し
た
▼

日
新
聞
は
、

「
都
構
想
」
―

住
民
の
責
重

0
億
円
も
使

ま
さ
に
巨
額

し
た
。
今
回

て
、
大
阪
市

体
は
住
民
牛

則
を
し
っ
か

し
い
と
。

N

「
維
新
」
褐

も
言
え
る
こ
r

奔；み


